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オープンデータ活用における課題とその利用モデルの提案  
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概要：近年，オープンデータの推進により，行政の透明化や経済の活性化にむけ，国や地方自治体が自身の持つ情報

を公開している．さらに，地方自治体では住民の住みよい街づくりや地域課題の解決のため，自身の所有する情報を

オープンデータとして公開し，それを元にアイデアソンやハッカソンを積極的に行っている自治体が増えてきてい

る．しかし，複数の自治体が公開するオープンデータは，同種のデータでありながら公開形式や含まれる項目名，情

報量が統一されていないため，データを実際に使用する際の障害となっている．また，自治体の持つ情報の多くは管

理するために必要なデータであり，利用という面では必要な情報をすべて所有していることは少ない．そのため，実

際にデータをサービスなど他の目的のために使用する際には，必要となるデータを補足する必要が有る．本研究では，

自治体の公開しているオープンデータに着目し，複数の自治体が公開するデータを効率良く利用するため，障害とな

る問題の解決手法を提案する．具体的には，既存のデータを収集し，データ項目の不揃いな点は，項目名の統一化を

行い，オントロジーを用いた必要なデータ項目の体系化を行うことでデータ内容を整理し検証できる仕組みを提案す

る．また，構築したオントロジーによって，公開しようとするデータに対して必要な項目を含んでいるかを確認でき

るチェックシステムの構築を行う．そして，不足するデータ内容を補足する手段として利用者の手によりオープンデ

ータに関する追加情報を提供させることで，データ全体の補強を行う情報収集支援システムの構築を行う． 
	 

1. はじめに    

	 我々が行っている研究グループでは，数年前から豊田市

と連携し，ICTを利用した市の活性化手法に関して研究を
行っている．これまでに豊田市とともに水上ら[1]は農産情

報と観光情報に着目し，観光都市に特化した口コミ観光マ

ッピングとして「COMAT」を構築した．また，西脇ら[2]

は当時の子育て世代に適した子育情報公開支援アプリケー

ション「MAP for childcare」を構築した．そして，大村ら
[3]は豊田市が行っている広聴システムに着目し，豊田市民

の市政参加を促すための広報広聴アプリケーション「豊田

市ポータルアプリ」を構築した．これらのアプリケーショ

ンが提供するサービスは豊田市の要望をもとに構築してお

り，アプリケーション内で利用する情報は豊田市から提供

を受けたものを使用している．構築したアプリケーション

自身は豊田市内の情報を簡便に入手できるよう設計されて

いるが，サービスそのものは他の自治体のデータを用いる

ことができれば，その自治体にも展開が期待できる． 
	 我々が他の自治体へのサービス展開を検討した際，地域

資源の情報入手方法が主要な課題の一つとして存在し，そ

の解決方法として注目したのがオープンデータである． 
	 現在，総務省は政府が持つ公共データを公開し，二次利

用による行政の透明化や経済の効率化などを目的としたオ

ープンデータの推進を行っており，中央省庁の様々な統計

データが公開されている．地方自治体についても，保有す

する情報をオープンデータ化することが求められており，

一部の自治体では情報の公開が進みつつある．実際に公開

されている情報には観光情報やごみ情報，避難所などの住

民の日常生活に密接した情報などがある．また，公開した

データを元にオープンデータの認知の向上や地域課題の解
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決，住民の住みよい街づくりを目的としたハッカソンやア

イデアソンの取り組みも各地で行われている． 
	 本研究は，今後地方自治体などから公開されると思われ

る，その地域に関する様々なオープンデータの活用を目的

とし，現在公開されているオープンデータに関する課題の

検討と，その解決方法となるデータの利用モデルについて

提案を行い，利用モデルに沿った円滑なデータ運用を行う

ための支援システムの試作を行う． 

2. オープンデータの分析  
2.1 現状の取り組みと既存データの調査  
	 自治体に対し行ったオープンデータに関するアンケート

調査[4]では，オープンデータを使ったアプリ開発により自
治体が抱える地域課題の解決や，問い合わせ減少による行

政事務の業務効率化につながる成果も報告されている． 
	 同調査では自治体の地域課題に対してもアンケートを行

っており結果は以下の順位となった． 
1. 少子高齢化・人口減少 
2. 防災・災害対策 
3. まちづくり・産業雇用創出 
4. 番号制度（マイナンバー）対応 
5. 地域活性化 
１位には少子高齢化・人口減少が地域課題として挙げられ

ており，防災関連や産業活性などが課題となっている．現

在公開されているオープンデータの活用事例としては，公

共トイレの位置情報やごみ収集日情報，そして避難所や

AED 設置場所などを用いた情報提供サービスがよく見受

けられ，多くは地域住民に直接関わる情報を用いたもの 
であった．一方，人口推移や人口に関する統計情報を使用

した活用事例は他の文献や調査では見受けられなかった．

これは，地方自治体が提供する情報を活用することを考え

た場合，その地域に暮らしている住民に対する情報提供の

要望が比較的高く，オープンデータの典型的な加工事例と
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[{ 
    _id : "63" 
    AED  : [{ 
         : null 
         : [{ 
             : null, 
             : null, 
             : null, 
        }] 
    }] 
     : [ 
         : {  : " " } 
         : { 
             : " 5182-1", 
             : "35.236372", 
             : "137.05329", 
        } 
         : {  : "0561-53-9777" } 
    ] 
}] 
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遮蔽物に近い込み入った場所に設置されている場合があり，

位置情報を取得するための電波が届きにくい状態であるこ

とが予想されるためと考えられる．GPSなどから得られる
位置情報以外にも AED の設置場所が明確になる項目の検
討が必要であると思われる．  
	 システムの動作の一貫性については，探索ゲームを実際

に行い一連の作業を終えた結果，図 8に情報追加を行った
AEDについて情報をダウンロードした内容を示す．チェッ
クシステムから得られた JSON データにはアプリから提

供されたデータが追加されていることを確認した．ユーザ

追加項目となる AED を撮影した時の緯度と経度の位置情
報と，画像をアップロードした場所の URL が記録されて
いることがわかる．図には二つの位置情報と画像の URL
が記録されている．これは同じ AED に対して２回ゲーム
を実施し登録されたことを意味しており，①に追加された

画像を図 9に示す．今回の実地検証によって基本的な動作
が一貫して動作することが確認できた．	  
	 検証項目以外で実地検証を通して AED 設置場所に関す
る問題点が得られた．今回 63 箇所の AED を調査したが，
内 6箇所が利用可能な時間にも関わらず，閉鎖されていた
ため AED を利用できなかった．また，コンビニエンスス
トアでは AED の設置場所の前に遮蔽物となる看板が置い
てある場合や，冬季における低温でのバッテリーの劣化を

防ぐため，AEDの設置ケースから出され事務室に置かれて
いるものもあった．オープンデータに示されている内容と，

実際の環境の不整合については，どのように修正や更新を

するべきか別途検討が必要であると感じた． 
 
 

5. 	 まとめ  
	 本研究では，地方自治体のオープンデータに着目し，デ

ータのばらつきや不足情報による公開者及び利用者への負

担を無くすことで，データ活用を円滑にする手法について

検討を行った．そして，オープンデータの現状を調査し整

理したデータを元に，公開されるデータ項目を統一し必要

項目が含まれているかのチェックシステムを構築した．ま

た，不足しているデータに対しては，情報収集支援システ

ムを構築することで，不足データの収集を行い，オープン

データの補強を行った．構築したシステムを用いて実地検

証を行い，実際のオープンデータを利用することで，本研

究の目的であるシステムとして動作しているかの確認がで

きた． 
	 本稿では一事例として AED 設置情報のオープンデータ
を利用し，データの活用や補足が可能であるかを検証した

が，本支援手法は他の種類のオープンデータの利用の際に

も有効に機能すると考えられる．本支援手法を用いること

で，データプロバイダやコンテンツプロバイダの間で発生

する負担を軽減しつつ，コンシューマに対して有効なサー

ビスを提供するためのデータ構築が可能となり，オープン

データ自体の活用が促進されるだろう． 
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[{ 

  _id : "63" 

  AED 情報 : { 

    設置位置 : null, 

    追加項目 : [{ 

      緯度 : "35.236509786600855",  

      経度 : "137.05306490719988",  

      画像 : "http://aitech.ac.jp/hishida/aed/v1/request/download/image/425", 
    },{ 

      緯度 : "35.236356346162886", 

      経度 : "137.0531778831557", 

      画像 : "http://aitech.ac.jp/hishida/aed/v1/request/download/image/37", 

    }] 

  } 

  設置施設 : [ 

    施設情報 : { 施設名称 : "森林公園ゴルフ場" } 

    施設位置情報 : {  

      住所 : "尾張旭市大字新居 5182-1", 

      緯度 : "35.236372", 

      経度 : "137.05329", 

    } 

    施設連絡先 : { 電話番号 : "0561-53-9777" } 

  ] 

}] 

 

図 8 不足データの追加結果 図 9 追加された AED画像 
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